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１．概要（Summary）

自己修復材料とは、外的要因による損傷や特性の低下

を自発的に修復する機能を持つ材料である。材料の長寿

命化や耐久性の向上、安全性・信頼性の確保といった観

点から、各種材料への自己修復能の付与は極めて有用

である。なかでも可逆結合の組み換えによる自己修復は、

分子レベルでの修復が繰り返し可能であるため注目され

ている。従来多く報告されているポリマー系自己修復材料

では、破断面の物理的な接触や結合の組み替え促進の

ために、主鎖の柔軟性が重要な役割を果たしている 1)。

一方、最近我々は、シリケート種と第四級アンモニウム

型 界 面 活 性 剤 didodecyldimethylammonium
bromide（DDAB）の自己組織化によって得られるラメラ

構造のシリカ系メソ構造体薄膜が、高湿度条件下で微小

なクラックの修復能を発現することを報告した 2)。この報告

で は 、 剛 直 な シ リ カ 骨 格 の ナ ノ 構 造 制 御 に よ っ て

Si–O–Si 結合の組み換えによる修復を達成しており、こ

れは新しい自己修復材料設計といえる。

本相談は、骨格中に架橋有機基を有するシルセスキオ

キサン系メソ構造体薄膜の自己修復性に関するものであ

る。有機成分の導入によりシリカと比較して骨格の柔軟性

が向上するため、優れた自己修復性の発現が期待でき

る。

膜厚数百 nm の薄膜の硬度を測定する手法として、ナ

ノインデンテーション法を提案された。シリカを用いた既報

2)においても硬度による物性評価がされており、ラメラ構造

を有する薄膜、2D ヘキサゴナル構造を有する薄膜、アモ

ルファスシリカ薄膜、PDMS エラストマーの 4 種類の比較

がされている。

本研究における薄膜物性を測定する手法としても、ナノ

インデンテーション法は有効であると考えられ、今後この

方法を試みる。

２．実験（Experimental）
＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

３．結果と考察（Results and Discussion）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

４．その他・特記事項（Others）
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Fig.1 A scheme of the lamellar silica–DDAB 
nanocomposite thin film and its crack healing.2)

Fig. 2 Indentation hardness profiles of thin films.2)


